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るが、北朝鮮と 38 度線で分断された 1945 年以降、韓国政府は希少な国内エネルギーを確
保するため東北沿岸部の江原道の開発を進めた。日本統治期に三陟炭鉱株式会社が運営し
ていた長省炭鉱はその一つであり、我々が訪問した 2015 年 7 月にも稼働していたが、2019
年に廃坑とし、韓国石炭公社も解散する政府方針が既に発表されている。 
JAFCOF と韓国江原道との関わりは、2013 年 5 月に遡る。韓国地域社会学会において炭
田間比較の可能性に関する招待講演を行ったことにより、具体的なカウンターパートとし
て江原国立大学（江原道春川市）の金源東（Kim Wong-Dong）教授および翰林大学（同）
の朴濬植（Park Joon-Shik）教授（韓国地域社会学会長）を得た。同年 8 月に両教授から、
韓国鉱害管理公団に提出する日韓炭田共同研究をテーマとした研究助成申請に加わってほ
しい旨の依頼があった。この研究資金は採択され、翌 2014 年 2 月に、韓国側が大牟田・田
川を訪問した。さらに前述のように中澤が申請した旭硝子助成金が「東アジア Industrial 






■7 月 23 日（木）  羽田・福岡空港→ソウル仁川空港、高速バスにて江原道春川
（ChunCheong）へ。春川バスターミナルで朴濬植先生及び通訳の出迎えを受け、ホテル内
の食堂にて、夕食を取りつつ研究計画等について朴先生と打ち合わせ。 
■7 月 24 日（金）  朴濬植先生の車に同乗して春川から舎北（Sabuk）に向け出発。舎北
では江原ランド社会貢献部長 Kim ChangWan 氏からの説明を受ける。さらに近くの商店街
でランチをとりながら、コーディネーターの元基俊氏へもインタビューを行う。さらに Won
氏が設立した Academy において事務局長 Kim JinYong 氏へのインタビュー。太白へ移動。
16 時には Korea Coal Corporation（韓国石炭公社）の長省（JangSeong）炭鉱に着き、An 
SangJeong 炭鉱長（総務）を表敬、その後、炭鉱の概略について会議室において説明。18 時
には Ha Il-ho 氏、Yu Tae-ho 氏と夕食を囲み懇談。太白泊。 
■7 月 25 日（土）  朝、Cheoram Coal History Village（鉄岩炭鉱歴史村）を訪問、Won
氏からの説明。11 時には Samtan Art Mine（三炭アートマイン）において CEO の Kim Min-
Suk 氏から説明、Art Mine 内で昼食。午後は炭鉱文化祭が行われている旧東原炭鉱（High1
舎北炭鉱文化公園）を訪問、元炭鉱マンからガイドを受ける。夕刻、ソウル行きのバスに乗
る。ソウル泊。 







１ 7 月 24 日昼 「江原ランド」訪問 





 質疑応答が 30 分を過ぎたあたりで元基俊氏が地下室に入ってきて、「あとは昼食のとき
に」と金氏が言い、我々は近くの商店街のカルビ屋に案内された。実際にはこのランチは韓





















1995 年には政府との合意がありました。これは 1995 年 3 月 3 日行われた、政府との合意














（Taebaek）市、三陟（Samcheok）市の 4 か所と定められています。 
先ほどご覧になった炭鉱の姿です。ここが現在はこのように変わりました。現在、このカ
ジノのある建物です。そして 2013 年 6 月にはご覧のようにカジノが拡張されました。江原





ではなく、1 カ月に 15 日しか入場できません。そしてこの辺の廃鉱地域の住民は 1 カ月に





だし、この 300 万人は年間の人数で、たとえば私が 10 回出入りすると、そのまま 10 人とし
て数えられるシステムです。実際、重要なのはカジノの純粋な訪問人数、すなわち一度でも
カジノに訪れたことがある客の数が重要です。2013 年のデータを見ると、江原ランドを訪
れた訪問者数は 64 万人くらいです。しかし、その中身は一年に 10 回も来ないような、2 か











江原ランドがこれまで国に払ってきた税金は約 5 兆ウォンです。2014 年、つまり去年のデ
ータを見ると、中央政府に約 3800 億ウォン、地方政府に 1600 億ウォン、合わせて約 5500
億ウォンの税金を払いました。ご覧のように、中央政府に払った税金の方がはるかに多いの
で、地域の住民たちはこのことについて不満を持っています。現在、江原ランドの従業者数




貢献費は年間で約 230 億ウォンです。230 億のうち、教育環境の改善に約 31%、地域財活

























































































































たのもあります。計画上では 80 種類のビジネスが想定されていました。 







































































































Kim Changwan 氏による説明   Won GiJoon 氏インタビュー 
 











































2005 年に、1995 年に制定された特別法が延長されました。今年が 2015 年ですが、当時は

























































































































































■会議室での ppt による説明 
今日は長省鉱業所にお越しいただき、どうもありがとうございます。話すことが多くはな
いので、私の知っている範囲で今から長省鉱業所について簡単にプレゼンテーションをし





ご覧のように、太白は 1936 年に日本人によって開発に着手されました。1969 年には垂直
坑道が完工し、1989 年になると石炭産業の合理化が始まって、急激に人数が減りました。3
交代から 2 交代を経て、今の生産規模は 48 万 5000 トンです。組織構成としては、所長の下
に副所長がいて、8 つの部署が 3 つの生産部の生産を直接担当しています。5 つの支援部が
あります。人数は一般職が 108 人、機能職が 548 人、直営が 656 人、外注領域が 500 人～
1156 人くらいで運営されています。 
全国的には 13 億 4300 万トンが埋蔵されていますが、可採量は 5550 万トンです。石峯
（Seokbong）が 7300 万トン、長省鉱業所には 6500 万トンが埋蔵されています。今年の生産
量である 48 万 5 千トンを基準に計算すると、単純予測としては今後 52 年間、採掘するこ
とができます。これは私たちが－600m まで試錐をして確認したことです。ただ、実際には





速度で動きます。これは外のエレベーターの 3 倍ぐらいの速度です。人数としては 179 人
が乗って働いています。次が石炭専用です。これは速度が 13.5m/s です。石炭 34 トンを約





を傾斜 38 度のところで半分します。その上で 17m 毎に着弾しておいて、ブロックごとに上
部にある炭を回収する方法です。そうやって左右 150m を展開します。その上で 50mm の穿





私たちの最大生産量は、1979 年を基準にして 227 万 5 千トン、そこからはずっと石炭産
業合理化によって生産量が減って、現在の生産量は 1979 年の 22%程度です。これは災害の
推移です。負傷者の数ですね。1979 年度には 238 人の負傷者がありましたが、石炭産業の
合理化産業によってどんどん労働者数が減ってくる中で、去年（2014 年）は 4 人くらいの
負傷者が出ました。 
最大生産量を記録した 1979 年の労働者数は 5226 人でした。今は石炭産業の合理化や 3 交
代から 2 交代への変化、週 5 日勤務制の定着によって、労働者数は 656 人まで減っていま
す。これは最盛期であった 1979 年の 13%に当たります。労働者数が減った分、地域に住む


































去年 5 月 16 日の日付で、186 人がやめました。2 年毎にそのぐらいの人数が減っているの
で、人数は減る一方ですね。その人たちはこの地域で他に仕事があまりないので、出ていく
ことになります。ですから人の流出は止まりません。政府が今後、維持したい石炭生産量は































長省炭鉱       会議室での説明 
 
４ 7 月 24 日の夕食と宿泊 
 
■太白市内の古民家レストランでの夕食 
メンバーは、それまでの 6 人に加えて、次の二人の地元市民運動リーダー。 
Ha Il-Ho: Chairman, Taebaek City Council for Social Welfare 
Yu Tae Ho: Chairman, Taebaek City Council 
 この古民家レストランは、近くの山の上にあった民家を元基俊氏らの提案によって移築
してきたものということである。内部はなかなか興味深く、日本の民家との共通性がいろい








 19 時くらいに食事会は散会となり、近くのパン屋 French Baguette で明日の朝食を確保







































 鉄岩駅貯炭場     鉄岩炭鉱歴史村内部の展示 
 
６ 7 月 25 日昼、Samtan Art Mine（三炭アートマイン）訪問 
 太白からさらに車で 1 時間ほど、戦前には三陟炭鉱株式会社が保有していた三陟炭鉱跡
につく。江原ランドでの Kim Changwan 氏からの説明にもあったように、ここは政府補助金









■Kim Minsuk 氏からの説明と質疑応答 













私は Kim Minsuk で、美術品のコレクターです。コレクターとしてこれまで 150 か国を回
って、約 30000 万点の美術品を持ってここに移住してきました。今日、せっかくここにいら
したので、プレゼントを差し上げます。これは 1913 年からの Memory and Creative、つまり

















た当初は 200 億ウォン程度でしたが、それが今は 1000 億ウォンまで増えました。 
そうやってここの活用案が始まったわけです。経済的な面をさらに言うと、ここの運営費
は 1 年間に約 15 億ウォンかかります。でも私たちは外部から支援を受けているわけではな
く、自らの稼ぎで運営費を賄っています。ここはオープンから 2 年が経っていますが、入場




































ターに近いです。だからキュレーターも一人だけです。職員は約 20 人います。 
――通常の展示のほかに特別展示とか企画展示のようなことはやってるんでしょうか。 





































 三炭アートマイン内部    鉱夫弁当 
29 
 



























































































【1 日目】2 月 28 日（日） 


















































2430 地下鉄（台北捷運（MRT））台北 101／世貿駅―民權西路駅 
2500 ホテル帰着。 
 






























































界遺産登録（2012 年『イエス生誕の地 ベツレヘムの聖誕教会と巡礼路』ほか 1 件）して
いる例はある）。だがこうした状況においても、文化財保護を所轄する行政院文化建設委
員会は、2002 年から「台湾世界遺産潜力点」（世界遺産の候補地）の認定を開始してお
















































初日が二二八事件当日の 2 月 28 日にあたり、我々が到着した昼過ぎには大方終わった後
だったが、公園ではモニュメントのまわりでデモや追悼行事などのイベントが行なわれて
いたようで、「台湾独立」の幟が立つなど異様な熱気が残っていた（図 2）。 
















図 3 二二八紀念館・外観 図 4 二二八紀念館・犠牲者の名簿とモニ
ュメント 
 
 一方で、公園から 30 分ほど徒歩で移動したところにある二二八「国家」記念館（図 5・












図 5 二二八国家記念館・外観 図 6 二二八国家記念館・犠牲者の遺影 
 
3.2 和興炭坑 

















図 7 和興炭坑坑口（写真の右側） 図 8 和興炭坑内の展示 
 
3.3 瑞芳・水金九地区（九份、金瓜石） 


























2004 年 11 月に黄金博物園区を開園している。 
 
  



































































図 14 九份金鉱博物館・外観 図 15 博物館内の鉱石の展示 
  





渓線は 1922 年（大正 11 年）、日本統治時代に菁桐坑の開発のため台陽鉱業が敷設し、炭














所、選炭工場などが歴史的建築物 100 景に入選している。2002 年には老街が再建され、
2003 年、菁桐礦業生活館が開館している。 
駅舎のすぐそばにホッパーがあり（図 19）、そこから少し斜面を上がったところに再建













図 19 駅前のホッパー 図 20 再建された老街 
  










く、先の石底炭鉱と同じ台陽鉱業が 1965 年に開坑し、1967 年に採掘を開始している（後
述のインタビューによれば、戦前の 1938 年に日本政府が台陽鉱業に委託して開発する
も、太平洋戦争開戦で中止となった経緯があるようだ）。これを 1985 年に龔詠滄氏が買収















忙しそうにしていたのでインタビューも 30 分程度で切り上げた。 
 
  
図 23 十份駅周辺の様子 図 24  インタビュー風景 
  
図 25 繰込場の展示 図 26 安全訓練坑道 
 











































図 28 基隆川 図 29 地質生態館・礦工紀念館・外観 
  
図 30 礦工紀念館の展示 図 31 礦工紀念館の展示 
 
 









































 今回まわった金鉱山・石炭鉱山の跡地は 1970 年代閉山の九份を除いて、多くが 1980～











表 1 今回巡検した施設の基本情報のまとめ 
 
 





日本鉱業系→公営企業 1987 年 2004 年に行政＋企業でテーマパ
ーク化 
九份 地元企業（台陽鉱業） 1971 年 映画の知名度による観光化 
石
炭 
菁桐 地元企業（台陽鉱業） 1987 年 2000 年代に行政が保存・公園化 
十份 地元企業（台陽鉱業）→個
人企業 
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